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岩本 直樹,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純：再発性多発軟骨炎・TAFROなどの希少疾患 特発性

多中心性キャッスルマン病における血清バイオマーカーの解析. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・

抄録集 65回: 433, 2021.

道辻 徹,岩本 直樹,友川 拓也,内田 智久,來留島 章太,西畑 伸哉,辻 良香,岡本 百々子,遠藤 友志郎,清水 俊匡,住吉 玲
美,古賀 智裕,川尻 真也,井川 敬,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純：中小型血管炎:ANCA関連血管

炎(臨床) 当院におけるANCA関連血管炎における再燃・死亡リスクの検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プ

ログラム・抄録集 65回: 410, 2021.

岡本 百々子,一瀬 邦弘,友川 拓也,内田 智久,來留島 章太,道辻 徹,西畑 伸哉,辻 良香,遠藤 友志郎,清水 俊匡,住吉 玲
美,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,井川 敬,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,川上 純：多発性筋炎・皮膚筋炎:ケース

プレゼンテーション 人工呼吸器管理やトファシチニブ併用を含めた集学的治療が奏功した抗MDA-5抗体陽性急

速進行性間質性肺炎の一例. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 400, 2021.
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辻 良香,玉井 慎美,川尻 真也,野中 文陽,有馬 和彦,道辻 徹,西畑 伸哉,岡本 百々子,遠藤 友志郎,井川 敬,住吉 玲美,清
水 俊匡,古賀 智裕,岩本 直樹,一瀬 邦弘,中村 英樹,折口 智樹,川上 純：関節リウマチの病因・病態 関節リウマチ発

症機序の解明を目指した口腔内細菌叢の解析. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 315, 
2021.

岩本 直樹,鈴木 貴久,岡田 覚丈,古賀 智裕,川尻 真也,藤川 敬太,荒牧 俊幸,一瀬 邦弘,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,
溝上 明成,江口 勝美,植木 幸孝,川上 純：JAK阻害剤-3:バリシチニブとトファシチニブ 関節リウマチ患者におけ

るトファシチニブとバリシチニブの有効性および安全性の比較検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラ

ム・抄録集 65回: 348, 2021.

一瀬 邦弘,岡本 百々子,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,岩本 直樹,井川 敬,玉井 慎美,中村 英樹,折口 智樹,
川上 純：当院における関節リウマチ患者のhospitalized infectionの臨床的特徴. 九州リウマチ 41(2): S2, 2021.
道辻 徹,岩本 直樹,井手 裕之,阪口 立樹,古藤 世梨奈,松尾 巴瑠奈,小島 加奈子,來留島 章太,西畑 伸哉,遠藤 友志郎,
辻 良香,清水 俊匡,住吉 玲美,古賀 智裕,川尻 真也,井川 敬,一瀬 邦弘,玉井 慎美,折口 智樹,川上 純：全身性強皮症の

病態形成におけるM1、M2単球の役割. 日本臨床免疫学会総会プログラム・抄録集 49回: 105, 2021.

阪口立樹,岩本直樹,吉村俊祐,道辻徹,松尾巴瑠奈,一瀬邦弘,川尻真也,住吉玲美,古賀智裕,清水俊匡,梅田雅孝,折口智

樹,井川敬,川上純：抗MuSK抗体陽性重症筋無力症に対するステロイド治療中に発症した成人Still病の一例. 九州

リウマチ学会プログラム抄録集 62nd:  2021.

川上瑛子,川上瑛子,内田智久,岩本直樹,古賀智裕,川尻真也,井川敬,住吉玲美,清水俊匡,玉井慎美,中村英樹,折口智

樹,川上純：筋炎を伴った多発血管炎性肉芽種症の一例. 日本臨床リウマチ学会プログラム・抄録集 36th:  2021.

中村 哲志 、井垣 浩、竹森 望弘 、今道 祥二 、中山 広貴、三笠 翔平 、 中市 徹 、藤井 恭平、千葉 貴仁 、飯島 
康太郎 、柏原 大朗、伍賀 友紀 、益谷 美都子 、岡本 裕之 、伊丹 純：リチウムターゲットを用いた加速器ホウ

素中性子捕捉療法システムでの中性子生成効率のモデルの構築と臨床使用時の精度についての評価. 第17回日本

中性子捕捉療法学会学術大会 :  2021.

松本 章子,植木 俊仁,阪口 立樹,古賀 智裕：治療に難渋したコルヒチン抵抗性MEFV遺伝子関連腸炎の一例. 日本

消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログラム・抄録集 118回・112回: 172, 2021.
山本 和子,坂本 憲穂,井手口 周平,芦澤 信之,高園 貴弘,宮崎 泰可,迎 寛,古賀 智裕,川上 純：関節リウマチ患者の喫

煙に関連する肺免疫細胞分布についての検討. 気管支学 43(Suppl.): S183, 2021.
益谷 美都子、今道 祥二、Lichao Chen、佐々木 由香、 小野寺 貴恵、中村 哲志、増永 慎一郎、鈴木 実、 井垣 
浩、伊丹 純：BNCTの生物学的特性の基盤的理解へ向けて. 放射線腫瘍学会生物部会学術大会 :  2021.
今道祥二、中村哲志、Chen Lichao、佐々木由香、小野寺貴恵、井原誠、伊藤昌司、岡本祐之、井垣浩、伊丹

純、益谷美都子：国立がん研究センターBNCT治療システムによる生物学的影響評価の検討. 放射線腫瘍学会生

物部会学術大会 :  2021.

水谷 秀輝、橋本 知子、小林 寛幸、大野 修、小野寺貴恵、佐々木由香、益谷 美都子、松野 研司：新規PARG阻

害剤の構造活性相関および結合様式解明の検討. 薬学会 第142回年会 :  2021.

小野寺貴恵,小野寺貴恵,TONG Ying,CHEN Lichao,今道祥二,今道祥二,益谷美都子,益谷美都子：放射線増感標的候

補遺伝子APOBEC3Gと阻害剤スクリーニング系の構築. 日本分子生物学会年会プログラム・要旨集(Web) 44th:  
2021.

佐々木 由香,藤森 浩彰,小野寺 貴恵,野崎 中成,小泉 史明,益谷 美都子：肺がん細胞におけるPARG及びDUSP22の
機能阻害による合成致死誘導機序の解析. 日本薬理学会年会要旨集 94: 1-P2-42, 2021.
古賀 智裕：JAKを標的とした関節リウマチの治療戦略と今後の展望. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラ

ム・抄録集 65回: 768, 2021.
副島 悠生,來留島 章太,古賀 智裕,川上 純：インフリキシマブ治療中に漿膜炎と関節痛を呈したクローン病の1例. 
日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 727, 2021.
鈴木 英二,菅野 孝,藤田 雄也,浅野 智之,古賀 智裕,川上 純,右田 清志：成人スチル病の特性 高齢発症成人スチル病

患者の臨床的検討. 日本リウマチ学会総会・学術集会プログラム・抄録集 65回: 429, 2021.
佐々木 由香,中塚 隆介,野崎 中成,益谷 美都子：口腔がん細胞におけるPARP及びPARG阻害剤感受性とシスプラ

チンとの併用効果の検証. 日本生化学会大会プログラム・講演要旨集 94回: [P-771], 2021.

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

水田賢志,大滝大樹,渡邊健：インフルエンザRNAポリメラーゼを阻害するキノリノン誘導体の開発研究. 日本薬

学会年会要旨集(Web) 141st:  2021.

1 2 4 4 0 25
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

古賀智裕・助教 基礎研究推進委員会サブコミッティー 日本リウマチ学会（JCR）

古賀智裕・助教 日本リウマチ学会 評議員 日本リウマチ学会（JCR）

古賀智裕・助教 日本臨床免疫学会 評議員 日本臨床免疫学会

古賀智裕・助教
Clinical Immunology編集委員（Editorial 
Board）

Clinical Immunology

古賀智裕・助教 PIDJ委員会委員 日本免疫不全・自己炎症学会

益谷美都子・教授 幹事、広報委員会委員長 日本中性子捕捉療法学会

益谷美都子・教授 世話人 分子病理学研究会

古賀智裕・助教 九州リウマチ学会 運営委員 九州リウマチ学会

益谷美都子・教授 評議員 日本癌学会

益谷美都子・教授 評議員 日本生化学会

益谷美都子・教授
京都大学原子力複合化学研究所共同利用研
究委員会委員

京都大学

益谷美都子・教授
多地点合同メディカル・カンファレンスプ
ログラム委員

国立研究開発法人 国立がん研究センター

益谷美都子・教授 Editorial Board Member Cells

研　究　題　目

水田賢志・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「病原真菌
カンジダにおける多剤耐性機序の解明とその
克服」

古賀智裕・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「関節リウ
マチの精密医療の実現を目指す多角的な病態
解析研究」

水田賢志・助教 宇部興産学術振興財団 代表

水田賢志・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「抗プリオ
ン効果を生み出すファーマコフォアモデルの
構築と新規治療薬の開発」

水田賢志・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「異分野・
新旧融合実験手法による高病原性ウイルスタ
ンパク質の細胞内輸送機構の解明」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

水田賢志・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「一電子制
御型反応を基盤とする求核的フッ素化反応の
開発とPET診断薬の創製」

水田賢志・助教 AMED 代表
令和3年度 橋渡し研究（シーズＡ）「骨芽細
胞を分化誘導する骨粗鬆症治療薬の開発」

古賀智裕・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「ベー
チェット病のゲノムワイド亜型解析によるエ
ビデンス創出とレジストリー構築」

古賀智裕・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「パイリン
インフラマソーム活性化メカニズムの解明と
その制御法の開発」

古賀智裕・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「自己炎症
疾患の発作の周期性や炎症の多様性を規定す
る責任分子調節分子群の包括的同定」

第６１回学術奨励賞「電子駆動を鍵とするカ
ルボニルα－フッ素化反応の開発と[18F]標識
PETイメージン グの応用」

古賀智裕・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「家族性地
中海熱の「早期診断」と「精密医療の実現」
に向けたバイオマーカーの開発」
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特　許

その他
　非常勤講師

大滝大樹・助教
グラクソ・スミスクライン株式
会社

代表
GSKジャパン研究助成「全身性エリテマトーデ
スにおけるDNA分解タンパク質の機能喪失メカ
ニズムの計算化学的解明」

益谷美都子・教授
国立国際医療研究センター開発
費

分担
胃癌の検体を用いたDNA修復能解析による抗が
ん剤治療の最適化

益谷美都子・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「BNCTにお
ける治療局所・全身性応答と治療奏効性、副
作用のバイオマーカーの同定」

大滝大樹・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費補助金（若手研究）「αシヌクレ
インのアミロイド凝集性における種間差異の
要因を計算化学的に解明する」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

益谷美都子・教授 環境省 分担

放射線の健康影響に係る研究調査事業　「放
射線による“ゲノム不安定性・がん”のリス
ク上昇メカニズムと、リスク診断法・制御法
の研究」

益谷美都子・教授 相澤病院 陽子線の生物特性とがん治療への応用

益谷美都子・教授 生体医歯工学共同研究拠点
新型コロナウィルス感染早期診断用マイクロデバイスの
開発

益谷美都子・教授 株式会社ＣＩＣＳ 中性子捕捉療法の生物学的基礎研究

益谷美都子・教授
佐賀県医療センター好生館、九
州プロサーチ有限責任事業組合

血中progastrin濃度を用いた各種悪性腫瘍の診断

益谷美都子・教授 新規抗がん薬 2016年10月27日 2020年10月13日 特許第6777904号

益谷美都子・教授 ポリフェノール化合物 2013年2月12日 2017年4月7日 特許第6120311号

益谷美都子・教授

ポリ(ADP-リボース)代謝のバイ
オマーカーとしてのリボシルア
デノシンおよびリボシルイノシ
ン

2005年3月2日 2011年4月22日 特許第4724810号

益谷美都子・教授
ポリ(ADP-リボース)合成酵素活
性欠損マウス胚性幹細胞株

1997年11月5日 2007年6月22日 特許第3972087号

益谷美都子・教授
肝臓における異所性骨及び/また
は骨髄の形成誘導方法

2002年8月1日 2009年1月23日 特許第4247342号

水田賢志・助教 抗マラリア薬 2020年3月30日 出願中 特願2020-060515

水田賢志・助教
α―置換カルボニル化合物の製
造方法

2020年11月4日 出願中 特願2020-184336

水田賢志・助教
キノリノン化合物および抗RNAウ
イルス

2018年3月30日 2022年4月20日 特許第7061392号

水田賢志・助教 抗ウィルス薬 2019年3月29日 出願中 2019-069458

水田賢志・助教 プリオン病治療薬 2018年9月21日 出願中 2018-177224

古賀智裕・助教
スティル病と敗血症との鑑別用
バイオマーカー

2018年4月24日 2022年1月27日 特許第7016110号

大滝大樹・助教 荷電粒子線応用装置 2010年1月4日

大滝大樹・助教 抗ウィルス薬 2019年3月29日 出願中 特願2019-069458

古賀智裕・助教
家族性地中海熱のバイオマー
カー

2015年9月18日 2019年8月9日 特許第6565099号

2013年6月14日 特許第5292412号

大滝大樹・助教 荷電粒子線応用装置 2010年1月4日 2013年1月8日 特許US8350214B2

大滝大樹・助教
キノリノン化合物および抗ＲＮ
Ａウイルス薬

2018年3月30日 2022年4月20日 特許第7061394号
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　学術賞受賞

　特筆すべき事項

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

益谷美都子・教授 中性子医療学特論 岡山大学医学部

1. 大滝大樹，2020年度　東京大学情報基盤センター「若手・女性利用者推薦」，採択課題，分子動力学シミュ
レーションによる自己炎症性疾患に関わるタンパク質の研究
2. 大滝大樹，2021年度（後期）　東京大学情報基盤センター「若手・女性利用者推薦」，採択課題，分子動力学
計算を用いたDNA分解酵素の失活メカニズムの解明
3. 大滝大樹，2021年度　学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点（JHPCN）萌芽型共同研究課題，分子動力
学計算を用いたDNA分解酵素の失活メカニズムの解明
4. 2017年10月からの国立がん研究センターとの連携講座包括的腫瘍学分野の運営に関わった (益谷)。
5.  2022年4月からの栃木県立がんセンターとの連携講座がん個別化医療・橋渡し推進学分野の設立に関わった 
(益谷)。
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